
1 阿 部 知 代 子 寒河江市民生児童委員協議会　理事

2 遠 藤 正 幸 寒河江市体育協会　副会長(兼)理事長

3 大 石 徹
寒河江市金融団
（株式会社山形銀行 寒河江中央支店 支店長）

4 大 竹 正 社会福祉法人 寒河江市社会福祉協議会 会長

5 太 田 功 子 国際ソロプチミスト寒河江 会長

6 大 沼 保 義 前 寒河江市商工会 会長

7 大 場 正 弘 寒河江市町会長連合会 会長

8 國 井 寧 元(株)資生堂総務部次長秘書ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ

9 黒 田 裕 美 公募委員

10 児 玉 直 子 特別養護老人ホーム長生園　副園長

11 是 川 晴 彦 山形大学人文学部　教授

12 酒 井 原 雄 大 公益社団法人 寒河江青年会議所 理事長

13 佐 藤 匡 子 公募委員

14 佐 藤 稔 公募委員

15 鈴 木 美 喜 子 寒河江市子育てサロン「エンジェル」 会長

16 瀬 尾 長 子 日東ベスト株式会社試作開発部課長（次世代育成支援対策
推進法第１３条に基づく認定企業）

17 髙 田 誠 寒河江市ＰＴＡ連合会 会長

18 那 須 義 行 一般社団法人寒河江市観光物産協会 会長

19 西 尾 沙 織 公募委員

20 古 沢 明 さがえ西村山農業協同組合 代表理事組合長
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第６次寒河江市振興計画（仮称）と地方創生の関係図 
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■　寒河江市の将来像やキャッチフレーズ・キーワード

≪振興審議会委員の意見≫

キャッチフレーズ・将来のイメージ

自然あふれるゆたかな 日本一　すずやかな　河のほとり　寒河江（さがえ）

美しい自然と笑顔あふれる 日本一　うつくしい川と歴史のまち　寒河江（さがえ）
自然が豊か 人・自然・歴史輝く魅力あふれる創造都市　寒河江

自然・スポーツ・文化 恵まれた自然、水がもたらす豊かな生活

清潔な（きれいな） 歴史と自然と産業が共生する人にやさしい寒河江

自然を残しつつ、都会のような 母なる川最上川、清流寒河江川が流れ、月山・蔵王・朝日連邦・葉山を望む自然

緑豊かな 寒河江発信　豊かな自然　住み良い都市（まち）

緑とともに生きる 緑り輝く　悠久のまち　さくらんぼの里　さがえ

景色のきれいなまちづくり

市民の笑顔あふれるうつくしい

四季の変化

古代から現代までの文化が生きた 日本の原風景　心のふる里　寒河江

歴史を守る 「一文字三星」の源流　寒河江！

自然と歴史・文化を大切にする 中世の歴史の香り漂う　寒河江！

長陵より光し歴史 奥州の鎌倉　歴史の町　寒河江！

歴史に根付いた 日本一　うつくしい川と歴史のまち　寒河江（再掲）

日本三大秘仏群の寒河江（さがえ）

歴史と自然と産業が共生する人にやさしい寒河江（再掲）

古代より　歴史はぐくみ　未来へと

緑り輝く　悠久のまち　さくらんぼの里　さがえ（再掲）

悠久のまち　神輿集う　さくらんぼの里　さがえ

安全で安心な生活 思いやりの心を忘れず、あいさつのできる都市

安全でさわやかな 安全安心　住みよい　いきがいのある　快適都市　寒河江

みんなに優しい安全な 安心して会話、笑いが聞こえる人間関係

子育てが充実した えがお咲く　生き活き寒河江　結いの里

安心して暮らせる 歴史と自然と産業が共生する人にやさしい寒河江（再掲）

いつでも安全で楽しい 新たな希望がわく　安心して暮らせるまち　寒河江

平和な 寒河江発信　豊かな自然　住み良い都市（まち）（再掲）

人が優しい すくすくさがえっこ　風薫るまち　寒河江

子ども、お年寄りに優しい 保健・医療・福祉が充実しているまちづくり

老若男女誰でも集う

人々のつながりが強く、どこにも負けない

新しい未来を 人集い　夢花咲き　未来輝く　寒河江

進歩する 男性も女性も活躍できる　未来あふるる　さくらんぼの都市（まち）　寒河江

活気がある 暮らしに活力　確かな未来　若人の集まる　寒河江

人々が便利に快適に 見たい、会いたい、住んでみたい。一度住んだら一生住みたい。

人と自然と産業が輝き　ともに夢を育む 国内外への広報活動が継続的にぶれずに実行され常に何かを発信しているまち

夢があふれる 創造力のある若い力を活かす都市

キレイで元気で明るい 歴史と自然と産業が共生する人にやさしい寒河江（再掲）

活気ある すべての世代がいきいきと元気にくらせるまち（特に若者にとって魅力のあるまち）

元気が溢れる 古代より　歴史はぐくみ　未来へと（再掲）

希望あふれる 寒河江発信　豊かな自然　住み良い都市（まち）（再掲）

発展しつづける すくすくさがえっこ　風薫るまち　寒河江（再掲）

商工業の盛んなにぎやかな 産業の活きづく田園都市　寒河江
悠久のまち　神輿集う　さくらんぼの里　さがえ（再掲）

※　網掛けは回答の上位の５つの回答 笑顔のつまった えがお咲く　生き活き寒河江　結いの里（再掲）
笑顔が絶えない

寒くない、暖かい心でおもてなし

みんなが楽しく暮らせる

みんなが楽しむ、すみよい

明るくきれいな

ゆっくり時間が流れる
さくらんぼが盛んな 緑り輝く　悠久のまち　さくらんぼの里　さがえ（再掲）

さくらんぼと笑顔輝く 悠久のまち　神輿集う　さくらんぼの里　さがえ

世界一のさくらんぼ 男性も女性も活躍できる　未来あふるる　さくらんぼの都市（まち）　寒河江（再掲）

自信を持って言える

スポーツの盛んな
２つの実を実らせる

（２）調査方法　①18歳以上の市民から2,000人を無作為に抽出

　　　　　　　　②市内の中学校及び高等学校に通う1、２年生の生徒を対象に実施。

（３）回収状況　①回収数　1,277人

　　　　　　　　②回収数　1,073人

無回答 3.0 2.7 2.8

キャッチフレーズ・キーワード（中高生）将来の寒河江市がどのようなまちになれば良いとおもいますか。
（１人３つまで回答）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

まちづくりへの住民参加が盛んなまち 1.1 1.4 1.3

その他 0.3 0.2 0.3

教育・文化が充実しているまち 2.2 2.6 2.4

災害に強い安全・安心なまち 6.5 9.8 8.3

観光・イベントが盛んなまち 6.9 2.9 4.7

スポーツの盛んなまち 6.8 1.4 3.8

工業が盛んで活力があるまち 1.3 3.0 2.2

農林業が盛んで活力があるまち 0.9 3.1 2.1

子育て環境が充実しているまち 2.8 9.7 6.5

商業が盛んで活力があるまち 3.0 2.5 2.7

保健・医療・福祉が充実しているまち 5.4 15.6 11.0

下水道など衛生環境が整ったまち 1.7 2.1 1.9

安心して利用できる公園や広場が整ったまち 5.4 2.1 3.6

項目 中高生 18歳以上 全　体

≪次期振興計画策定及び都市マスタープラン見直しのためのアンケート　平成26年12月実施≫

働く場所と住む場所が一体となったまち

安全で安心して通行できる道路が整ったまち

3.4 9.1 6.5

8.3 6.6 7.4

通勤・通学など交通が便利なまち 11.0 5.4 7.9

買い物など日常生活が便利なまち 14.0 7.6 10.5

＜アンケート調査について＞

（１）実施時期　平成26年12月

自然環境
（景観・緑）

安全・安心
（優しい・つな

がり）

明るく・楽しく

さくらんぼ

その他

歴史・文化

活性化
（未来・活気・

希望）

自然環境や景観が豊かで潤いがあるまち 9.1 7.5 8.2

歴史や文化を大切にするまち 3.9 3.4 3.6

きれいな河川が整っているまち 3.3 1.2 2.1

＋
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寒河江市振興審議会委員の意見 

 将来都市像の検討にかかるキャッチフレーズ・キーワードについて 
その他（審議会の進め方や検討にあたって必要な資料等お気づ

きの点を記入ください） 

１ “思いやりの心を忘れず、あいさつのできる都市” 

・少子、高齢化の進行とともに、核家族化が進んでおり、高齢者も子供達も一つに

なって暮らす喜びのある都市。 

・家族との和づくりが出来るような寒河江市になってほしい 

・個人主義が強くなり、家族はもちろん隣近所の連帯感が薄れてきて生活課題が深

刻化しています。それに伴い経済的困窮者も拡大し、孤独死、孤立死など痛まし

いケースも増え、地域社会に不安が広がっています。また、児童虐待などから子

どもを守り地域みんなで明るいまちづくりに取組んで欲しい。 

 

２ “人集い 夢花咲き 未来輝く 寒河江”  

３ “日本の原風景 心のふる里 寒河江！” 

“「一文字三星」の源流 寒河江！” 

“中世の歴史の香り漂う 寒河江！” 

“奥州の鎌倉 歴史の町 寒河江！” 

・歴史・文化面からのアプローチが必要。 

・山形県の「ヘソ」の立地。物流拠点として発展している。 

 

４ “人・自然・歴史輝く魅力あふれる創造都市 寒河江” 

“安全安心 住みよい 生きがいのある 快適都市 寒河江” 

“男性も女性も活躍できる 未来あふるる さくらんぼの都市（まち） 寒河江” 

現状を分析し、ではどうあるべきかを論ずる必要あり！ 

例えば、 

①何故、出産が少ないか 

②何故、結婚しないのか 

③何故、老人クラブ会員が減少するのか 

④慈恩寺のＰＲ法 

⑤農産物の販路拡大 

⑥観光誘客 

⑦何故、地域で役職を受ける人が少ない 等 

では、どうしたらよいか。そこから、これからの方策を見い出

すことが出来るのでは。 

５ “暮らしに活力 確かな未来 若人の集まる 寒河江” 

災害がなく（水害、台風など）、農作物（果物、米、野菜）が豊富、交通アクセス

もよく住みよいまちであることの市民の意識が少なく、平和にどっぷりつかってい

るのでは。今までのキャッチフレーズに対する実績評価がどうなっているか検討し

ていくべきではないか。 

桜丘、つつじ公園、ふるさと総合公園、カヌー場（グリバー寒

河江）の活用の見直し等を検討していくことが大切ではないか

と思う。 

参 考 
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６ （１）キャッチフレーズ 

“日本一 すずやかな 河のほとり 寒河江（さがえ）” 

“日本一 うつくしい川と歴史のまち 寒河江（さがえ）” 

“日本三大秘仏群の寒河江（さがえ）” 

 当市の過去のキャッチフレーズは総花的。全国地方自治体の標語を走査したが、

以下の文言を含む総花的なものが多い。「ゆめ」、「ひと」、「自然」、「ま

ち」、「歴史と伝統」、「文化重視」。逆に、「日本一」など自信にあふれた言い

切り型が少なく、目についたものは以下の３つ。 

 ・青森県板柳町＝日本一の「りんごの里」づくりをめざす 

 ・東京都利島村＝日本一の椿島 

 ・高知県安芸市＝ナスの出荷量日本一あき 

 寒河江は世界にも日本にもどこにもない一点ものです。「日本一」や「日本三

大」（この呼称は法・条例の拘束下にはない）意識してキャッチフレーズを設定

し、これを継続的に使うことが賢明と考える。 

（２）将来のイメージ 

“見たい、会いたい、住んでみたい。一度住んだら一生住みたい。” 

 市の施策は各事業部門が相互に連携して運営することが肝要。観光客向け施策の

中に転入者向け施策のＰＲを織り込む、あるいは住民向け施策として転入者紹介制

度を組み入れるなど。 

 現在の市民が住み続けたくなる、住んでいてよかったと感じる広報企画を矢継ぎ

早に行ってほしい。市のアンケートにあるように、中高年層と若い世代の住み続け

たい比率は 3.5:1 と乖離している。若い世代は寒河江が好きでも、４人に１人は転

出希望者。転出して外の空気を吸った後に故郷の良さを再認識してＵターンするケ

ースにも対応する体制を準備しておく必要がある。 

 

“国内外への広報活動が継続的にぶれずに実行され常に何かを発信しているま

ち。” 

 伝統は古いものを温存するだけでなく時代に合わせた進歩的な改変を継続してこ

そ守られる。一方で、伝統文化や歴史的な資産と最新技術との共生といった将来イ

メージの市町村は多く見られる。住む人あっての寒河江である。内容も大切だが広

報の手法を刷新することも重要。単年度予算の制約を超えて、１０年単位で継続的

にぶれずに発信作業を行う必要がある。 

 

７ “恵まれた自然、水がもらたす豊かな生活” 

⇒最上川、寒河江川に挟まれた環境、水のせせらぎなど、心を癒す。自然環境に恵
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まれている。災害も少ない。 

“創造力のある若い力を活かす都市” 

⇒商工会青年部、青年会議所などの若い人達がいろいろな企画にチャレンジしてい

る。 

“安心して会話、笑いが聞こえる人間関係” 

⇒世代を超えていろいろな人と気軽に話をしたくなるような人間調和の関係を望

む。 

８ “えがお咲く 生き活き寒河江 結いの里” 

・えがお咲く 

  明るい笑顔があふれ、花（自然）の美しいまち 

・生き活き寒河江 

  生き活きとしたくらし織りなすまち 

・結いの里 

  協働のまちであり、さくらんぼや市民の力を結実できるまちを目指す。 

 

９ “歴史と自然と産業が共生する人にやさしい寒河江” 

・さがえの荘 慈恩寺に代表される歴史 

・母なる川最上川、清流寒河江川が流れ、月山・蔵王・朝日連邦・葉山を望む自然 

・県内有数の工業団地を有し、さくらんぼに代表される農業が盛ん、これからの産

業を興す、山形県の物流の中心地 

・子育て、福祉が充実するやさしいまち 

アンケート結果はできるだけ提示されたほうがよい。 

10 将来のイメージとしては、 

すべての世代がいきいきと元気にくらせるまちであり、その上で、特に若者にとっ

て魅力のあるまちになることが望ましいと思います。 

（理由）アンケートで中高生が寒河江は住みやすいと言っている人が多いのに、ず

っと住み続けたいと思う人が多くはないこと。ずっと寒河江で生きていきたいと思

ってほしい。 

 

11 “新たな希望がわく 安心して暮らせるまち 寒河江” 

 日常生活が安心してできるまちづくりをする。 

 いつでも買い物や通院等の移動が自立して便利にできる。 

 保健・医療・福祉が充実していて、いつでも利用者本位に利用できる。 

 安心して生活できるまちだからこそ、市民皆が、 

次期振興計画策定には多くの市民が期待しているのは保健・医

療・福祉が充実しているまちづくりである 

12 “古代より 歴史はぐくみ 未来へと” 

 慈恩寺の歴史だけでなく、寒河江で産まれる物、作られる物、全てが未来へつな

がっていくという考え。 
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13 “寒河江発信 豊かな自然 住み良い都市（まち）” 

・寒河江発信 

 寒河江から世の中に発信していく。 

・豊かな自然 

 自然に囲まれた歴史ある慈恩寺や最上川ふるさと総合公園などの名所。名物のさ

くらんぼを初めとした農産物。そして食、自然のたまもの。 

・住み良い都市（まち） 

 道路の整備。災害対策。子育て世代へのサポート。高齢者にもやさしい。 

 

14 “すくすくさがえっこ 風薫るまち 寒河江”  

15 “産業の活きづく田園都市 寒河江” 

 さくらんぼや米をはじめとする農業、小さいながらも世界で活躍する工業など、

寒河江にはすばらしい産業がたくさんあります。産業とそれに携わる人が力を発揮

し、そこにまた人が集まってくる好循環が地域活性化の原動力になると思います。

個々の経営体、又それらが集まった産業や地域としては発信力と受診力を高められ

れば、寒河江の魅力がより高まり、広く知ってもらえるのではないでしょうか。 

 

16 “緑り輝く 悠久のまち さくらんぼの里 さがえ” 

“悠久のまち 神輿集う さくらんぼの里 さがえ” 

・緑り輝く：豊かな自然や美しい景観を大切にする 

・悠久のまち：古刹慈恩寺の歴史を大切に、文化、教養を高めるまち） 

・神輿集う：若者の集い、元気で賑やかで活気溢れるまち 

・さくらんぼの里 さがえ：さくらぼの寒河江 

 

 


